
FeMBMS(5G)＋１seg の提案

情報通信審議会放送システム委員会（第73回）
次世代地上デジタルテレビジョン方式に関する技術の提案

2020年5月18日

＜自己紹介＞
放送機器製造中小企業の技術者（研究職ではありません）

＜FeMBMSを知ったきっかけ等＞
2018年9月26日IPDCフォーラム勉強会にて杉沼 浩司先生（日本大学生産工学部 講師/映像新聞社
論説委員）の「次の地上波方式はどうなる？～ATSC3.0か5Gか～」にてFeMBMSを知る。
今回の提案についても、杉沼先生の協力を得ております。
勉強会以降はホームページ等での情報入手のみで、会社及び個人においてもFeMBMSの開発や研究
には現点では関わっておりません。
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参考資料４

（放送システム委員会資料73-５）
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6MHz(放送1ch帯域幅)

約0.5MHzの帯域幅のワンセグと帯域幅約5MHzの5G（５世代移動通信システム）にて利用可能な
FeMBMSを１つの送信機から送信。合計約5.5MHzの占有帯域となるが、0.5MHzのガードバンドを設け
隣接との干渉を避け6MHzの放送チャンネルにて運用する。
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提案する方式のスペクトラムイメージ



携帯通信を利用して高解像度（４Ｋ
等）の動画配信を同時に複数のデ
バイスに送ることは通信速度が高
速になる５Ｇへ移行しても困難であ
ることがわかっている。

そこで、ユニキャストではなくマルチ
キャスト配信が可能な放送モードを
通信規格に入れてしまおうというの
がMBMSの発想である。

規格としては、ユニキャストとマルチ
キャストが共存できるが、今回の提
案はマルチキャストモード専用での
利用を想定している。
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MBMSのイメージ

ユニキャストのみ
の場合のイメージ

ユニキャストとマルチキャスト
が利用できる場合のイメージ



地デジチューナーなしのスマホでの放送受信が可能に

Qualcommが力を入れて開発を行っていて、
既に既存のチップにもeMBMSの機能が組み
込まれている。
よって、市販のスマホでeMBMSの受信が可能
となっている（ソフトの開発は別途必要）。
SIMカードは不要のため、携帯キャリアとの
契約も不要。
５G用のチップでも同様にFeMBMSの機能が
組み込まれると考えられる。
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スカイツリー等からの放送を想定しています

電波（１seg+FeMBMS）は
スカイツリー等の既存の放送
事業者の持つ送信所からの送
信を想定。

よって、最終的には現在の送
信設備からの置き換えを想定。

もともとMBMSは携帯基地局
向けに開発されたものでした
が、現在は大規模エリアへの
対応が可能なFeMBMSへと進
化している。
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FeMBMSはドイツにおいて実証実験済みの方式です

ウェンデルシュタイン山
（高さ1828 m）と約
64Km離れた
ミュンヘン イズマニング
にそれぞれ100kW(ERP)の
送信設備にて送信。
※スカイツリーの放送波のERPは
約70kW

単一周波数(750MHzー）
によるSFNを実現。
ドイツの実験はモバイル向
け放送を想定したものであ
り、QSPK、5MHz帯域幅で
約3.2Mbps。
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※左上、左下、右上の図は５G TODAYの
HPの以下より引用。

https://youtu.be/SMkHZKRHksY (IRT)
https://i1.wp.com/5g-today.de/wp-content/uploads/2019/02/Vers2-5G_Wendelstein-
Ismaning_Zoom-grau.png (Bayerischer Rundfunk)
https://i2.wp.com/5g-today.de/wp-content/uploads/2019/02/Wendelstein-47112_03.jpg
(Rohde & Schwarz)

※https://www.freemap.jp/itemDownload/region/kantou/2.png
（白地図専門店）より東京近辺の図を引用

https://youtu.be/SMkHZKRHksY
https://i1.wp.com/5g-today.de/wp-content/uploads/2019/02/Vers2-5G_Wendelstein-Ismaning_Zoom-grau.png
https://i2.wp.com/5g-today.de/wp-content/uploads/2019/02/Wendelstein-47112_03.jpg
https://www.freemap.jp/itemDownload/region/kantou/2.png


４Kの伝送にも使えます。5G NR スループット計算

ドイツの実験ではQPSKでした
ので、２５６QAMで５G NR ス
ループットの計算を以下の条件
で行った。

サブキャリア間隔15kHz
（μ=0)
帯域幅５MHｚ
（RB数=25)
256QAM
（MO=8)

結果 約26Mbps
※FEC等は含まれない
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なぜFeMBMSを検討すべきなのか

携帯の通信方式は過去様々な方式が存在したが５Gとなり全世界の方式が統一化されようとしている。放送に
おいても、将来的にはそのようになると考えられ、さらに言えば携帯も放送も同じ方式になるのが将来的な
流れだとも考えられる。
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４K、８K対応も重要ではあるが、地デジの
方式は一度変更すると恐らく２０年以上変更
されることはないだろうから、ここで遅れを
取ると挽回が苦しい。日本もATSC3.0で良
いのではという声が聞こえるが、ATSC3.0
を超える方式がFeMBMSだと思われる。

地方局からは、今になってようやく完全HD
化が終わったと思ったら４K、８Kで、HD化
によって売り上げが増えたわけではないのに
どうすればという声も聞こえる。放送がスマ
ホにダイレクトに電波を出せる意味は放送局
に新たなビジネスモデルを期待できる可能性
がある。ネットでの同時配信にも役立つ可能
性もある。



FeMBMS活用に関して

エリア放送局の可能性
観光地での利用など特定のエリア
に輻輳なく高画質の動画配信が
可能。

テレビがスマホの機能を持つことに
既にテレビのOSは共通だったり
する。今後テレビとスマホの
境界線より無くなってくるのでは。

建物内、家庭内再送信
家庭内等において電波が弱く直接
受が難しい場合 4.6GHz等
（ローカル５G周波数）による
家庭内再信も。
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UHF to 4.6GHz 
Up converter

※本人の 5G利活用コンテスト/総務省2018.11応募作品より



ワンセグを残したい理由

（１）令和元年房総半島台風で見直されたワンセグ
商用電源断が長期間発生。
携帯基地局、および、行政防災無線の
バッテリー切れ等により情報遮断。
そんなときに、電池でも駆動可能な
ワンセグテレビがとても重宝した。

（２）エリア放送
市区町村によっては、市民への防災情報
伝送手段として根付いてきている。

（３）V-Low i-dio の音声サービスは終了
しましたがV-ALERTは運用中。

（４）V-Highにおいては
IPDCフォーラムがIoT放送
DCBAがデジタルコミュニティ放送を
提案中。
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尾鷲市エリア放送
※https://www.city.owase.lg.jp/cms

files/contents/0000016/16566/owas
egu.pdf（尾鷲市）より引用

※https://www.facebook.com/デジタルコミュニティ放送-119155836142264/

（DCBA）より引用

※https://www.ipdcforum.org/download/v-high.pdf
（IPDCフォーラム）より引用

行方市エリア放送
※https://www.city.namegata.ibaraki.
jp/areaTV/（行方市）より引用



（５）テレビ信州による地域情報配信
ナローキャスト放送としてIPDCに
よるサービス化を実現。
テレビ放送波を利用して専用の受信機
による公共サイネージとして活用。
新型コロナウィルス情報にも利用。
災害情報配信としての活用を推進中。

（６）南海放送による災害情報配信
民放テレビ局が自治体と協力して
テレビ放送波を利用して専用端末で
受信可能なIPDCサービスを行うと発表。

特に防災情報端末向けの放送については、いざ
というとき、たまにしか端末を利用しないこと
もあり、放送形式を頻繁に変ることは避けるべ
きである。
放送波利用の新たな試みにも影響が。

地デジ方式の新しい活用
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テレビ信州による
ナローキャスト放送
※https://narrowcast.jp/
（テレビ信州）より引用

南海放送による
災害情報配信
※https://www.rnb.co.jp/press/node
/010775.php（南海放送）より引用



UHF放送周波数チャンネルプランの見直し
従来はワンセグをほぼ中心に左右３MHzを地デジ放送の周波数チャンネル（アナログ地上波のときも同様）としてい
たが、FeMBMSとして5MHzを連続で確保する為にワンセグを一番左端にして周波数を割り当てる必要がある。チャ
ンネルの周波数幅は6MHzのままで変更はない。このようにするのはワンセグの周波数の位置をずらしてしまうと受
信できなくなる為である。
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サブ6GHz帯等の周波数を利用した４K地デジ移行プラン

今回の提案は地デジのＲＦ伝送方式の新方式の提案であり、ワンセグ以外においては従来の方式との互換性が無
い。テレビで利用しているＵＨＦの周波数においては新しい地デジ４Ｋに割り当てる周波数が既に無い状態になって
おり、ＵＨＦで従来の地デジ放送を行いながら４Ｋ地デジに移行するのは困難とされている。
そこで、サブ6GHzの周波数帯（例えばローカル５Ｇ等に利用予定の4.6-4.8GHz）を利用して一部の地域（電波の特性
等から比較的狭いエリア）でFeMBMSを利用した４Ｋの放送を開始。十分な移行期間を経た後UHFにて
1seg+FeMBMSに移行する方法が考えられる。東京スカイツリーから出力しているNHK+民放は８局であり、サブ6GHz
帯においてはワンセグは不要なので１局5MHzとして合計40MHzの帯域のFeMBMSを出力すればよいことになる。
移行の手段だけではなく、サブ6GHzの局はそのエリアで携帯受信向けの電波としてそのまま残しておくことも可能と
考える。（UHFの電波の受信が困難な地域や端末向け）

4.6GHz 4.8GHz470MHz 710MHz

UHF（地デジ） サブ6GHz帯

地デジ８局(各6MHz) FeMBMS(8局×5MHz=40MHz)
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現時点ではMMTは想定されていない（FLUTE利用）

プロトコールスタック
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図はeMBMSのプロトコルであるがFeMBMSも
ほぼおなじと考えられる。
日本の高度BSにおいてはMMTが利用されてい
る。これはリアルタイム性が求められる放送に
最適であるとの理由からである。
しかしながら、インターネット等ではMPEG-
DASHによるリアルタイム再生が主流となって
いる。MPEG-DASHは数秒単位のセグメント
ファイルでの伝送になる為セグメントデータの
バッファリングなどを含めると数秒の遅延が生
じる。そのようなデメリットはあるが、標準的
なブラウザでの動画再生がサポートされている
こと、民放にとって重要な個人の嗜好等にあわ
せたCM差し替えが容易という大きなメリット
がある。
MPEG-DASHのセグメントファイル伝送の仕組
みとしてFLUTEが利用されるがFLUTEは日本で
もマルチメディア放送のIPDC（IP Data 
Cast）にて利用されている方式である。
映像のエンコードにはHEVCが利用できる。



課題、費用、スケジュールなど（１）

• ４Kを伝送する為には２５６QAM​​を使用しないと２０Mbps以上のレートの確保が難しい。現在の６４
QAMと比較して、FEC等も異なるので一概には言えないが受信エリアが現在と同程度可能なのかについ
ては未検討。また、車載のようなフルセグでも十分受信できるようなアンテナを搭載したものであれば
移動受信も可能かもしれないが、スマホなど携帯端末のようにアンテナが貧弱なモバイル端末では受信
エリアが狭くなると考えられ、サブ6GHzなどを使ったスポット的な配信も必要になるかもしれない。

• 本方式での８K映像伝送は難しい。ただし、FeMBMSは5MHzではなく２０MHz等の周波数幅での伝送可
能なので、周波数帯域は必要であるが、理論的には周波数帯域さえ確保できれば８Kが伝送できる可能
性がある。

• スマホでTV受信中に電話がかかってきた場合の処理などが可能なのかについては未検討。普通に考えれ
ば同時に２波以上処理できないと難しいと思われる。ただし、最近はSIMを２枚挿せるデュアルスタン
バイのスマホも出始めており（ビジネスとプライベート、格安通話と格安通信用の２枚のSIMに対応）、
さらにそれらの中には２つの通信回路を持つものも出てきている。

• SFNを行うには同期が必要であり、同期を取る為、演奏所から送信所までの伝送方式を検討する必要が
あるが、今回の提案ではシンボルクロックの異なる２方式をどう効率よく伝送するのかという技術術的
課題があり、それに対しての提案は現時点では未検討。
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課題、費用、スケジュールなど（２）

• ”開発及び設置に係るスケジュール”については詳細なスケジュールを出すのは難しいのですが、1997年
に地デジが正式に検討されてから2003年末に放送開始となったぐらいの6年程度の作業が必要と考えら
れるので今からスタートして2026年あたりの放送を目指すことになると思われます。

• 実験の為の”開発コスト”については、方式検討の為の研究等に２億、実験用の送信機、受信機の試作機
開発に４億、実験費用に２億と想定しても８億ぐらいの費用、約２年程度の期間が必要と思われます。

• ”設置（置局）コスト”については、現在の地デジと同じ送信所を利用することを想定しているので、用
地確保やタワー建設費用は不要と思いますが、アナログからデジタルに移行したときに平均５０億程度
の設備投資をされたとの話があります。そのうち置局分についての費用がどれぐらいかかったのかは不
明すが、アナログからデジタルに移行するのと同じぐらいの費用がかかるのではと想定されます。

NHKおよび、民放では地デジ放送１５年を越えたということで、送信設備の更新を最近行ったところもあ
ると思われ、高度化移行方式（帯域幅 5.57MHz)、
LDM方式、セグメント分割方式ではUHFの周波数の
変更が無ければ変調器以降の設備をできるだけ生かす
ことは可能かもしれませんが、残念ながら本方式では、
デジタル送信機全ての変更が必要になるので、
コスト的にはこれらの方式と比較して不利となります。
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